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本研究は、逐次的単元構成に基づくサッカー授業により生徒の主体的課題解決能力の変化を検証することを主た

る目的とした。逐次的単元構成法による「サッカーj授業では、単元のM半で教師主導型の授業(知識、技能の習
得)を行い、単元の後半で生徒主導型の授業(単元の前半で得こられた知識 技能をクラスメートと共有しながら実

践する)へ移行することにより主体的生徒の課題解決能力を育成することをねらいとした。本研究では、 hiま元の進

行に伴い、生徒達のサッカーへの戦術理解度、達成度の向上が見られた。また、民1笥紙の結果分析から単元の進行

に伴い、内発的意欲、主体的態度、達成満足感、自己効力感の主体的課題解決能力を構成する 4要素全てにおいて

向上が見られた。今回は、逐次的単元構成による Iサッカーj授業についての詳細な結果および授業者としての視

点から報告する。

キーワード:次的単元構成、保健体育授業・主体的課題解決能力

I研究目標

主体的課題解決能力は、内発的意欲→主体的行動

一→達成満足→自己認識の4つの領域を要素とする循

環的因果構造であると仮説されている(図 1)。

つまり、主体的な生徒の学習行動は、

( 1 ) 内発的意欲・動機を持って学習に臨む。

( 2) 主体的に行動(学習)することを通して

問題を解決する。

( 3 ) 学習の達成感・満足感および楽しさを体

感する。

(4) 学習を達成したことによる自己効力感及

び学習の成果から得られるクラスメート

や教師からの受容感による肯定的な自己

認識を得る。

( 5) 再び学習に対ーする内発的意欲・動機を持

ペコO 

とし1う循環性及び傾序性のある過程を繰り返す

と考えられる。つまり、単元の中でこの学習フ。ロ

セスを繰り返すことで生徒の主体的課題解決能力

が青成されると仮説されるであろう。本研究は上

記の仮説を、実際に逐次的単元「サッカー」を構

成、実践することで立証することを目的とした。

主体的問題解決能力

迷成怒高足感守楽しさ

内発的動機付け

鈴木 (2002)
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(表 1) 
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単元計画と授業の実際

実際に行った単元は表 1のとおりである。

1教師主導型授業

単元前半は「個人戦術の習得Jをテーマにして授業

を行った。

事ー前アンケートの結果から、対象となった生徒の

大多数は、技術習得やただゲームを楽しむだけの授

業しか経験しておらず、サッカーの戦術習得や判断

力の習得を呂 13¥Jとした授業を経験していない。技術

習得は「できるJ rできなしリが達成度の評価にな
るが、戦術行動は fわかるjや「知っているJとい

ったことが達成度の評価になるため、生徒も学習の

成果;を感じやすい。

したがって、サッカーの個人戦術を攻撃/守備、オ

ン・ザ・ボーノレ(ボーノレに関わっている状態)/オフ・

ザ・ボール(ボールから少し離れている状態)等の

局面に分けて捉え、その局面での戦術についてM-

T-Mメソッド(まず試合を行い、その中から課題

を指摘し、 トレーニングして修正し、また試合を行

う指導方￥法)を用いて指導し、生徒が明確に理解・

実戦できるように心がけた

2 生徒主導型授業

単元後半のリーグ戦(生徒主導型授業)では、前半

で学習した戦術をもとに各チームでチームコンセプ

トを決定し、チームで、共通理解を持ってプレーする

ことにより、生徒の主体的態度、内発的意欲等の向

上を狙いとした。

3 授業対象、期間、時数

実地した授業は以下の通りである。

(ア) 対象:東京都T中学校1年生男子123名

(イ) 期間:平成17年10月 24 自 ~12月 151ヨ

(ク) 時数:全日時間

E 

アンケート調査

サンカーの授業による生徒の学習の状況、主体的課

題解決能力の4要素の調査は以下のように実施した。

なお、実際のアンケートは表2のような質問紙を作

成し、実施した。

4 
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調査方法:質問紙法

調査期日:

平成 17年 10月 24日(事前調査)

平成 17年 11月28日(中間調査)

平成 17年 12月 15日(事後調査)

(ア)

(イ)
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(表 2)

直結果及び考察

( 1 ) 単元の進行に伴い、サッカーへの戦術理解度、

達成度の向上が見られた(例 aQ 1) 0 

平均{覆

攻撃:知っている数(最大48)

65.0 

55.0 

45.0 

35.0 

25.0 

15.0 

5.0 

ー5.0 芸事前(10月) 事後(12sl) 

*このグラフは3クラスによる学習評価を表している

(2 ) 質問紙の結果分析から単元の進行に伴い、内

発的意欲、主体的態度、達成満足感、自己効

力感の主体的課題解決能力を構成する 4要

素全てにおいて向上が見られた(図 2~図

5)。

内発的意欲(知的好奇心)

Q1 :いろいろなことを進んで学びたい
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主体的行動(自己評嫡)
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W 今後の課題

本研究は、逐次的単元構成による高校3年生選択授

業「サッカーj で、行われた実践研究を先行研究とし

て、中学1年生で試行した。今後、他の年代・領域で

の継続的な研究が必要である。実際の授業場面では、

生徒主導型の授業において主体的行動が予想よりあ

まり出現しなかった。今後の検討課題及び研究の基

礎資料となるようにしていきたい。
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